
1995年出土の木簡

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で

て
形
成
さ
れ
た
鳥
取
平
野
の
ほ

岩
吉
遺
跡
は
J
R

鳥
取
駅
の
北
西
約
―
――
•
五
k
m、

一
級
河
川
千
代
川
に
よ
っ

7
 
6
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一
九
九
五
年
（
平
7
)

四
月
！
九
月

縄
文
時
代
晩
期
1
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

5
 

自
然
流
路
・
官
術
関
連
施
設
力

4
 

山
田
真
宏
•
前
田
均

セ
ン
タ
ー

3
発
掘
機
関
闘
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会
・
鳥
取
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

2

調
査
期
間

1

所
在
地

鳥
取
市
岩
吉
西
上
美
田

い
わ
よ
し

鳥
取
・
岩
吉
遺
跡

そ
の
全
容
は
未
解
明
で
あ
る
。

で
、
調
査
面
積
は
約
―
二
0

0
吋
で
あ
る
。
事
前
の
試
掘
調
査
で
は
平
安
時
代

の
墨
書
土
器
片
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
「
東
南
院
文
書
」

の
記
載
な
ど
か
ら
、

当
時
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
東
大
寺
領
高
庭
庄
関
連
施
設
の
存
在

調
査
の
結
果
、
調
査
地
の
ほ
と
ん
ど
は
千
代
川
の
氾
濫
移
動
が
治
ま
る
頃
の

旧
流
路
と
考
え
ら
れ
る
七
条
の
溝
状
遺
構

(
S
D
|
0
1
 1
0

五
・
同
I
X
•

同

|

N
、
い
ず
れ
も
仮
称
）
と
溜
り
状
落
ち
込
み

(
S
X
|
0
1
、
仮
称
）
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
る
が
、
微
高
地
化
傾
向
に
あ
る
北
東
隅
か
ら
は
多
く
の
ピ
ッ
ト
や
上

坑
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
調
壺
地
外
へ
続
く
建
物
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
が
、

調
査
地
内
か
ら
の
遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約

一
六
0

箱
を
数
え
る
。
主
な
出
士
地
は
旧
流
路
と
溜
り
状
落
ち
込
み
で
、
内
容
と
し
て

は
八
世
紀
末
i
―
一
世
紀
頃
の
土
器
類
と
木
製
品
が
中
心
で
あ
る
。
他
に
硯
．

羽
ロ
・
寵
・
銅
鏡
・
刀
子
・
火
打
ち
金
な
ど
も
出
士
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

主
に
須
恵
器
の
中
か
ら
二
七
0
個
体
（
さ
ら
に
小
片
―
1
0
0
点
）
以
上
の
墨
書
土

器
が
検
出
さ
れ
た
。
文
字
の
多
く
は
「
草
田
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に

「
草
曹
」
「
新
殿
」
「
奴
殿
」
「
高
位
」
「

□

東
」
「
田
邊
」
「
竹
井
」
「
楊
原
」

「
角
」
「
好
」
「
与
」
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
比
較
的
良
好
な
状
態
で
出
土
し
た
木
製
品
と
し
て
、
人
形
・
馬
形
・
刀

子
形
・
斎
串
・
糸
巻
・
曲
物
・
挽
物
・
横
櫛
・
下
駄
・
建
築
部
材
・
木
屑
片
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
人
形
は
、
十
数

c
m
l
-
m
弱
を
測
り
、
正
面
か
ら
見
た

が
推
定
さ
れ
た
。
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り
、
こ
ち
ら
で
は
割
書
で
使
用
先
配
分
と
考
え
ら
れ
る
数
の
記
載
が
認
め
ら
れ

に
つ
い
て
縦
書
き
五
行
、

一
部
三
段
で
八
月
か
ら
九
月
ま
で
を
書
き
綴
っ
て
お

氏
を
は
じ
め
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
え
た
。

て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

の
意
味
を
考
え
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
氏
族
名
と
し
て
⑨
に
「
日
下
部
」
⑫
に
「
服
」
が
み
え
る
が
、
延
喜

五
年
（
九
0
五
）
東
大
寺
因
幡
国
高
庭
荘
坪
付
注
進
状
案
（
「
東
南
院
文
書
」
第
一
―
―

櫃
第
二
六
巻
、
『
大
日
本
古
文
書
」
家
わ
け
一
八
東
大
寺
文
書
二
）
に
引
か
れ
る
天
平

勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
図
注
の
高
草
郡
北
―
―
一
条
草
尾
田
里
の
治
田
主
名
に
同
様

の
氏
族
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
遺
跡
は
当
時
の
草
尾
（
田
）
里
に

あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
図
注
の
記
載
は
木
簡
の
年
代
よ
り
半
世
紀
以
上

遡
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
闘
は
、
郡
郷
名
の
記

載
さ
れ
た
木
簡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
因
幡
国
高
草
郡
に
属
す
る

「
濃
美
」
の
郷
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
遺
跡
は
同
郡
内
の
布
勢
郷
に
属
し

④
は
何
ら
か
の
物
品
の
下
給
状
況
な
ど
を
綴
っ
た
長
大
木
簡
で
、
表
は

「
果
」
を
単
位
と
す
る
物
品
の
下
給
状
況
を
縦
四
行
に
わ
た
っ
て
六
月
か
ら
閏

七
月
ま
で
書
き
継
い
で
い
る
。
裏
は
一
二
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
上
段

部
に
「
枚
」
を
単
位
と
す
る
物
品
に
つ
い
て
縦
書
き
四
行
の
記
載
が
な
さ
れ
る
。

中
段
か
ら
下
に
は
、
表
の
続
き
と
も
考
え
ら
れ
る
「
果
」
を
単
位
と
す
る
物
品

る
。
な
お
三
段
目
に
は
残
数
と
考
え
ら
れ
る
「
百
三
十
五
果
」
が
認
め
ら
れ
る

二
二
六
と
な
る
。
古
代
の
役
人
も
計
算
違
い
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
左

下
段
部
に
は
天
地
逆
で
「
糸
控
」
が
認
め
ら
れ
る
が
、

日
を
追
っ
て
綴
っ
た
他

の
記
録
と
は
異
な
り
、
そ
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
と
釘
孔

の
存
在
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
倉
札
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
な
お
表
の
四
行
目
に
は
閏
七
月
と
あ
り
同
三
行
目
に
は
六
月
―
―

1
0
日

（
即
ち
「
大
の
月
」
）
と
あ
る
。
⑩
に
は
「
天
長
二
年
」
（
八
二
五
）
の
記
載
が
あ

り
、
こ
の
前
後
で
両
者
の
条
件
を
満
た
す
年
は
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
と
天
長

1
0
年
（
八
三
三
）
だ
け
で
あ
る
。
叫
は
題
鍛
軸
で
、
そ
の
「
税
帳
」
の
記
載

は
本
調
壺
地
周
辺
に
何
ら
か
の
公
的
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
貴
重
な

資
料
と
な
っ
た
。
ま
た
「
天
長
二
年
」
の
記
載
は
、
少
な
く
と
も
本
遺
構

(
S

x

|

 O
 I)

が
九
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

⑬
は
習
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
腐
蝕
が
著
し
く
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
⑯
は
そ
の
内
容
か
ら
は
性
格
ま
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
未
使

用
な
の
か
あ
る
い
は
墨
書
が
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
判
断
で
き
な
か
っ

た
が
、

0
三
三
型
式
の
荷
札
状
木
製
品
数
点
も
本
遺
跡
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
報
文
は
ま
だ
遺
物
整
理
中
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い

な
お
、
木
簡
の
釈
読
・
解
釈
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
渡
辺
晃
宏

（
山
田
真
宏
）

田
」
は
同
時
に
大
量
に
出
土
し
た
墨
書
土
器
の

「草
田
」
と
同

一
で
、
「
草
田
」

⑤
⑦
⑧
⑨
⑫
⑮
闘
は
米
関
係
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
⑧
の
「
草

が
、
そ
の
内
訳
と
考
え
ら
れ
る
「
計
口
百
七
果
」
と
「
欠
廿
九
果
」
を
足
す
と

）
れ
ら
の
う
ち
現
状
で
は
①
し
③
、
⑥
⑪
⑬
⑫
⑫
は
判
読
で
き
て
い
な
い
が
、
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1995年出土の木簡

出土人形の一部

SD-X出士
S D-01出土

頒
価

五
五

0
0
円

木

簡

研

究

第

一

六

号

送
料
六

0
0
円

巻
頭
言

一
九
九
三
年
出
土
の
木
簡

概
要
平
城
宮
跡
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪
薬
師
寺
旧
境
内
大
安
寺
旧
境

内
興
福
寺
旧
境
内
東
大
寺
阪
原
阪
戸
遺
跡
藤
原
宮
跡
藤
原
京
跡
右
京
九
条

四
坊
飛
鳥
京
跡
定
林
寺
北
方
遺
跡
金
剛
寺
遺
跡
下
茶
屋
遺
跡
長
岡
京
跡
①

長
岡
京
跡
②
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
大
坂
城
跡
①
大
坂
城
跡
②
大

坂
城
下
町
跡
若
江
遺
跡
西
ノ
辻
遺
跡
袴
狭
遺
跡
①
袴
狭
遺
跡
②
砂
入
遺
跡

祢
布
ヶ
森
遺
跡
見
蔵
岡
遺
跡
木
梨
・
北
浦
遺
跡
藤
江
別
所
遺
跡
阿
形
遺
跡

伊
勢
寺
遺
跡
御
殿
．

―
-之
宮
遺
跡
東
中
館
跡
長
崎
遺
跡
八
幡
前
・
若
宮
遺
跡

大
宮
遺
跡
三
営
遺
跡
鴨
田
遺
跡
大
戌
亥
遺
跡
杉
崎
廃
寺
元
総
社
寺
田
遺
跡

南
A
遺

跡

安

子

島

城

跡

山

王
遺

跡

今

塚

遺

跡

払

田

柵

跡

福

井

城

跡

一

乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
戸
水
大
西
遺
跡
西
念

・
南
新
保
遺
跡
八
幡
林
遺
跡
宮
長
竹
ヶ

鼻
遺
跡
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
円
城
寺
前
遺
跡
古
市
遺
跡
郡
山
城
下
町
遺
跡
周

防
国
府
跡
初
瀬
遺
跡
船
戸
遺
跡
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
原
の
辻
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
(
-
六）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
五

・
十
六
坪

沖
縄
の
呪
符
木
簡

い
ま
に
息
づ
く
呪
符
・
形
代
の
習
俗

文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か

史
科
紹
介
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て

史
料
紹
介
近
世
の
荷
札
木
簡
の

一
例

彙
報

山
里
純

一

奥
野
義
雄

今
泉
隆
雄

今
津
勝
紀

鈴
木
景
―
―

吉
田

孝
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